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震
災
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
旧

耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅
の
耐
震
改
修
な
ど
や
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
除
却
・
改
修
な
ど
工
事
費
の

一
部
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

【
耐
震
診
断
費
等
補
助
金
】

●
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
こ
と

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧

耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
住
宅

・
木
造
２
階
建
て
以
下
の
住
宅

・
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
住
宅

（
賃
貸
は
除
く
）

・
初
め
て
補
助
対
象
と
な
る
住
宅

●
補
助
額

・
耐
震
診
断
の
み
の
場
合
、
最
大

２
万
円

・
補
強
計
画
策
定
の
み
の
場
合
、

最
大
８
万
円

・
耐
震
診
断
と
補
強
計
画
の
策
定

を
し
た
場
合
、
最
大
10
万
円

【
耐
震
改
修
・
建
替
え
補
助
金
】

●
対
象
と
な
る
住
宅

　

診
断
の
結
果
、
改
修
ま
た
は
建

替
え
が
必
要
な
住
宅

2020.8

※
建
替
え
の
場
合
は
そ
の
建
物

（
延
べ
面
積
70
㎡
以
上
）を
除
却

し
て
同
一
敷
地
内
に
建
て
替
え

る
こ
と
が
条
件

●
改
修
の
補
助
額

・
補
強
計
画
策
定
を
含
め
て
改

修
を
行
う
場
合
、
改
修
費
用
の

５
分
の
４
ま
た
は
１
０
０
万
円

の
い
ず
れ
か
低
い
額（
た
だ
し
、

補
強
計
画
策
定
の
み
補
助
と
の

重
複
不
可
）

・
補
強
計
画
策
定
済
み
の
場
合
、

改
修
費
用
の
２
分
の
１
ま
た
は

80
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

●
建
替
え
の
補
助
額

　

１
０
０
万
円（
基
礎
額
）

●
上
乗
せ
補
助
額

・
県
産
出
材
を
10
㎥
以
上
使
用
す

る
場
合
は
10
万
円

・
さ
ら
に
、
県
産
出
材
の
う
ち
八

溝
材
を
10
㎥
以
上
使
用
す
る
場

合
は
５
万
円
加
算

・
耐
震
強
度
上
乗
せ
の
場
合
は

20
万
円（
た
だ
し
、
契
約
業
者

の
本
社
所
在
地
が
市
内
ま
た
は

本
市
に
隣
接
す
る
市
町
に
限

る
）

・
改
修
ま
た
は
建
替
え
工
事
の
契

約
業
者
の
本
社
所
在
地
が
市
内

の
場
合
は
10
万
円

【
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
除
却
・
建
替

え
・
改
修
補
助
金
】

●
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
こ
と

・
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る

道
、
国
道
、
県
道
ま
た
は
用
途

地
域
内
の
市
道
に
面
し
て
い
る

塀
・
建
築
基
準
法
施
行
令
に
掲
げ
る

基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
塀

●
補
助
額

・
除
却
の
場
合
、
工
事
費
の
３
分

の
２
で
最
大
16
万
円

・
建
替
え
ま
た
は
改
修
の
場
合
、

工
事
費
の
３
分
の
２
で
最
大

20
万
円

※
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
工
事
業
者

は
、
市
内
に
事
務
所
か
事
業
所

が
あ
る
法
人
ま
た
は
市
内
の
個

人
事
業
者
に
限
定

　

申
請
前
に
対
象
と
な
る
住
宅
や

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
解
体
し
た
り
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
し
て
建
築
工

事
を
行
っ
た
場
合
は
、
補
助
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
要
件
や
必
要
書
類
な
ど

は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
申
建
築
指
導
課　

本
５
階

　
（
２
３
）１
１
７
８

　

い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
強

制
・
強
要
、
暴
行
・
虐
待
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
子
ど
も
の
人
権
問
題
を

め
ぐ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
悩
み

を
持
っ
た
児
童
・
生
徒
お
よ
び
保

護
者
の
方
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時
…
８
月
28
日
㊎
～
９
月
３

日
㊍
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時（
㊏
㊐
は
午
前
10
時
～
午
後

５
時
）

【
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
】

　

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

問
宇
都
宮
地
方
法
務
局

　

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

０
２
８（
６
２
３
）６
３
３
３

●
概
要
…
公
益
社
団
法
人
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ
は
、
栃

木
県
公
安
委
員
会
指
定
の「
犯

罪
被
害
者
等
早
期
援
助
団
体
」

と
し
て
、
犯
罪
な
ど
の
被
害
者

お
よ
び
そ
の
家
族
や
遺
族
に
対

し
て
、
精
神
的
ケ
ア
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
全
体
の

被
害
者
支
援
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
被
害
回
復
や
軽
減
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
で

す
。

●
主
な
活
動
内
容

①
支
援
員
に
よ
る
被
害
者
な
ど
へ

の
電
話
に
よ
る
相
談
、
必
要
に

応
じ
た
継
続
的
な
面
接
相
談

②
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
、
臨

床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ（
要
予
約
）

③
支
援
員
に
よ
る
裁
判
や
病
院
へ

の
付
き
添
い
支
援

④
被
害
者
グ
ル
ー
プ
へ
の
援
助

⑤
被
害
者
が
置
か
れ
た
現
状
と
支

援
の
必
要
性
を
社
会
に
周
知
す

る
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動

●
支
援
を
希
望
さ
れ
る
と
き

　

事
件
を
担
当
す
る
警
察
署
、
ま

た
は
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と

ち
ぎ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
相
談
電
話

　

０
２
８（
６
４
３
）３
９
４
０

　
（
相
談
無
料
）

　
平
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
必
要
に
応
じ
て
予
約
制
で
面

接
相
談
・
弁
護
士
相
談
も
行
い

ま
す
）

問
危
機
管
理
課　

本
３
階

　
（
２
３
）９
３
０
１

「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修

等
補
助
制
度
」・「
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
除
却
・
改
修
等
補
助
制
度
」

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す

「
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ち

ぎ
」を
ご
存
じ
で
す
か

本

本
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問
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料

館

　
（
９
８
）３
３
２
２

　

湯
津
上
周
辺
の
史
跡
解
説
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
希
望
す

る
方
・
地
域
の
歴
史
に
興
味
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
た
講
座
を
開
講

し
ま
す
。
地
域
の
歴
史
を
学
び
、

理
解
を
深
め
る
た
め
市
内
の
有
識

者
が
専
門
分
野
の
講
座
を
行
い
ま

す
。

●
日
時
…
第
１
回　

８
月
23
日
㊐

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
場
所
…
湯
津
上
庁
舎
会
議
室

●
テ
ー
マ

　
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
館
長
講
話
」

●
定
員
…
20
名
程
度

●
費
用
…
無
料

●
申
込
方
法
…
事
前
に
左
記
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
申
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資

料
館

　
（
９
８
）３
３
２
２

2020.8

問
申
芸
術
文
化
研
究
所（
受
付
：

㊋
・
㊌
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
４
時
）

　
　
（
５
９
）０
０
０
４

　

栃
木
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

で
養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

養
育
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
厳
守
、
予
約
不
要

●
日
時
…
９
月
12
日
㊏

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
費
用
…
無
料

●
電
話
…
０
１
２
０（
５
６
７
）

３
０
１（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
栃
木
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

０
２
８
９（
６
４
）４
８
０
５

●
期
日
…
９
月
５
日
㊏
～
11
月
15

日
㊐

●
対
象
…
高
校
生
以
上

●
定
員
…
各
講
座
20
名
程
度

●
場
所
…
芸
術
文
化
研
究
所（
中

野
内
５
８
０
）

●
費
用
…
月
２
０
０
０
円（
教
材

費
・
モ
デ
ル
代
）

　

下
水
道
は
正
し
く
使
わ
な
け
れ

ば
、下
水
道
本
管
が
詰
ま
っ
た
り
、

汚
水
が
あ
ふ
れ
た
り
し
ま
す
。

　

次
の
注
意
事
項
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
正
し
い
ご
利
用
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

▼
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
排
泄

物
以
外
の
も
の
を
ト
イ
レ
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ト
イ
レ

に
流
せ
る
と
書
い
て
あ
る
ト
イ

レ
ク
リ
ー
ナ
ー
や
お
し
り
拭
き

な
ど
も
、
可
能
な
限
り
燃
や
せ

る
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
野
菜
く
ず
や
油
な
ど
も
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
豚
肉
や

牛
肉
な
ど
の
脂
肪
は
冷
え
固
ま

る
と
詰
ま
り
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
新
聞
紙
で
拭
き
取
る
な
ど

燃
や
せ
る
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
に
雨
水
は
流
せ
ま
せ

ん
。
雨
水
が
入
り
込
ん
で
し
ま

う
の
で
、
外
流
し
の
下
水
道
接

続
も
基
本
的
に
認
め
て
い
ま
せ

ん
。

問
下
水
道
課　

本
５
階

　
（
２
３
）８
７
１
２

■「
探
検
！
大
田
原
の
遺
跡
　
発

掘
調
査
速
報
展
」

　

市
内
湯
津
上
地
区
に
所
在
す
る

小
松
原
遺
跡
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
ま
す
。

●
期
間
…
８
月
１
日
㊏
～
９
月
６

日
㊐

●
開
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後

５
時

●
休
館
日
…
月
曜
日（
祝
日
の
場

合
は
次
の
平
日
）

●
場
所
…
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津

上
資
料
館

●
入
館
料

　

一
般
１
０
０
円（
80
円
）

　

高
校
生
・
学
生　

50
円（
40
円
）

　

小
・
中
学
生
無
料

※（　

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

●
日
時
…
８
月
２
日
㊐
・
９
月
６

日
㊐
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
費
用
…
無
料

■
縄
文
土
器
の
拓
本
で
し
お
り
作

り
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
缶
バ
ッ
ジ

作
り

●
費
用
…
無
料

※
要
入
館
料

※
期
間
中
は
毎
日
開
催
し
て
い
ま

す
。（
申
込
不
要
）

文
化
・
教
養

正
し
い
下
水
道
利
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

「
全
国
一
斉
　
司
法
書
士
に
よ

る
手
続
支
援
の
た
め
の
養
育

費
相
談
会
」開
催

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資

料
館
　
夏
季
ミ
ニ
企
画
展
お

よ
び
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
な
す
地
域
学
講
座
」受
講
生

募
集

令
和
２
年
度
芸
術
講
座

受
講
生
追
加
募
集

講師・時間

日原 公大
市村 多眞美
御嵜 翔太郎
毎週㊏
午後１時～４時

御嵜 翔太郎
ほか１名
毎週㊐
午後１時～４時

内　　容

身近なものをテーマにデッサンし、焼成用粘土（テラコッ
タ）を使い、彫刻の基礎を楽しく学ぶ初級者向けのコース

木彫は市の木であるイチョウを、石彫は芦野石を使い立
体物を制作する中級者向けのコース

鉛筆、木炭などを活用しながら、静物デッサンなどを行
う初級者向けのコース

油彩、水彩などさまざまな描画素材を活用しながら、表
現を楽しく学ぶ中級者向けのコース

コース

粘土

木彫
石彫

デッサン

絵画

講座名

デッサンと
彫刻入門

デッサンと
絵画入門

本

縄文土器拓本のしおり
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